
9 8とよやま議会だよりNO.169　令和６年8月１日とよやま議会だよりNO.169　令和６年8月１日

６
月
定
例
会

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
案
P
I
C
K
U
P

６
月
定
例
会

一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
案
P
I
C
K
U
P

A.各組織の取り組みを支援

Q.
自
治
会
の
存
続
は

A.
地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

Q. Q.
A.

防災協定は

今後も災害時応援協定を
締結

具体的な連携の方策は

み ず  の あきら

水野　晃 議員
MIZUNO Akira

お お ぐ ち

大口司郎 議員
OGUCHI Shiro

し ろ う

　
令
和
６
年
元
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
が
予
想
さ
れ
る
本
町
に
と
っ

て
、
他
人
事
で
は
な
い
。

　
豊
山
町
の
現
状
に
置
き
換
え
、

対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
あ

る
が
ゆ
え
、
私
は
、
隣
近
所
の
助

け
合
い
で
あ
る
共
助
の
取
り
組
み

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
共
助
を

有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、

平
時
に
お
け
る
常
日
頃
の
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
あ

る
。
私
は
、
地
区
自
主
防
災
会
の

立
ち
上
げ
に
参
加
し
、
10
年
以
上

活
動
を
し
て
い
る
が
、
人
間
関
係

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

質
問
す
る
。

Q
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に

は
、
小
学
校
区
単
位
の
自
主

防
災
会
で
は
、
範
囲
や
人
数
が
大

き
す
ぎ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避

難
誘
導
や
安
否
確
認
に
不
安
を
感

じ
る
。
き
め
細
や
か
な
単
位
で
あ

る
地
区
自
主
防
災
会
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

A
企
画
調
整
部
長

小
学
校
区
単
位
の
自
主
防
災

会
や
地
区
自
主
防
災
会
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
自
治
会
、
子
ど
も
会
、

各
家
庭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や

個
人
が
日
頃
の
活
動
に
防
災
の
観

点
を
取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

地
区
の
実
情
に
応
じ
て
、
学
区
、

地
区
の
防
災
組
織
が
中
心
と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、

連
携
を
深
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
積
極
的
に
行
い
、
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
、
き
め
細
や
か
な
啓

発
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

Q
能
登
半
島
地
震
の
よ
う
な
大

規
模
な
災
害
に
お
い
て
は
、

小
規
模
単
位
の
自
主
防
災
会
組
織

は
、
全
員
が
被
災
者
と
な
る
事
態

も
発
生
し
て
い
る
と
の
報
道
も
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
縦
・
横
の
連

携
が
重
要
と
考
え
る
。
町
と
し
て

の
具
体
的
な
連
携
の
方
策
は
。

A
企
画
調
整
部
長

学
区
防
災
会
に
よ
る
防
災
訓

練
、
地
区
防
災
計
画
の
作
成
や
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

の
協
働
の
取
り
組
み
は
、
各
団
体

の
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
の
場
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
学
区
防
災
会
な
ど
の
取
り
組
み

を
今
後
も
引
き
続
き
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
。

Q
地
区
自
主
防
災
会
な
ど
で

は
、
一
時
避
難
場
所
に
避
難

さ
れ
る
方
は
、
高
齢
者
が
多
い
と

想
定
さ
れ
る
。
一
時
避
難
場
所
へ

の
町
の
対
応
は
。

A
企
画
調
整
部
長

一
時
避
難
場
所
は
、
広
域
避

難
場
所
へ
避
難
す
る
前
の
中
継
地

点
と
し
て
、
避
難
者
が
一
時
的
に

集
合
し
、
様
子
を
見
る
場
所
で
あ

る
。
発
災
直
後
は
、
地
区
自
主
防

災
会
や
自
治
会
、
ご
近
所
の
助
け

合
い
な
ど
の
共
助
に
よ
り
避
難
誘

導
や
安
否
確
認
の
一
端
を
担
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た

め
自
治
会
や
自
主
防
災
会
な
ど
に

よ
る
日
頃
の
訓
練
な
ど
が
大
変
重

要
と
な
る
。
町
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
く
。

Q
家
具
の
固
定
や
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
設
置
な
ど
、
自
ら
の

取
り
組
み
も
大
切
で
あ
る
。
豊
山

町
は
、
減
災
対
策
と
し
て
の
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
事
業
を
開

始
し
た
。
制
度
を
開
始
し
て
２
カ

月
が
経
過
し
た
が
、
現
時
点
で
の

申
請
受
理
件
数
は
。

A
企
画
調
整
部
長

現
在
、
７
件
の
申
請
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
周
知
が

で
き
て
い
な
い
結
果
で
あ
る
と
思

う
。
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
し
て
い
く
。
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豊
山
町
と
名
古
屋
市
に
よ
る
防

災
協
定
に
よ
り
、
北
部
市
場
に
避

難
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在

の
こ
の
地
区
は
安
全
な
の
か
。

Q
現
在
、
こ
の
付
近
は
人
や
車

が
安
全
に
通
行
で
き
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

治
水
対
策
に
よ
り
、
東
海
豪

雨
級
の
雨
量
で
も
北
部
市
場
周
辺

で
は
大
き
な
被
害
は
な
い
と
考
え

る
。Q

北
部
市
場
の
、
何
処
に
避
難

す
る
の
か
。
関
係
者
の
協
定

や
約
束
な
ど
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

避
難
場
所
は
、
管
理
棟
や
大

会
議
室
な
ど
で
警
備
員
が
常
駐
し

て
お
り
、
24
時
間
受
入
可
能
。

Q
現
在
、
久
田
良
木
川
と
堂
前

川
の
合
流
点
に
排
水
ポ
ン
プ

を
設
置
し
て
い
る
が
、
こ
の
付
近

は
浸
水
が
無
く
な
る
の
か
。

A
産
業
建
設
部
長

ポ
ン
プ
増
強
工
事
に
つ
い
て

は
、
令
和
10
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。
10
年
に
１
回
程
度
発

生
す
る
降
雨
に
対
し
て
、
床
上
浸

水
の
解
消
が
図
れ
る
も
の
と
想
定

し
て
い
る
。

Q
排
水
容
量
が
不
足
す
る
場
合

に
、
他
に
ど
の
よ
う
な
対
策

を
考
え
て
い
る
か
。

A
企
画
調
整
部
長

情
報
に
注
意
し
て
、
早
目
に

避
難
行
動
を
と
る
よ
う
日
頃
か
ら

啓
発
し
て
い
る
。

Q
協
定
は
、
名
古
屋
市
の
み

か
。
隣
接
す
る
市
町
と
の
防

災
協
定
は
。

A
企
画
調
整
部
長

平
成
29
年
に
東
尾
張
地
区
に

お
い
て
は
９
市
２
町
で
災
害
時
相

互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

平
成
30
年
に
広
域
行
政
研
究
会
に

参
加
す
る
２
市
３
町
で
災
害
時
に

お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
必
要
性
な
ど
を
踏
ま

え
、
自
治
体
、
公
的
機
関
と
民
間

企
業
な
ど
と
災
害
時
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
き
た
い
。

　
自
治
会
加
入
は
半
分
以
下
で
役

員
は
輪
番
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

　
町
以
外
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
業

務
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

Q
現
在
の
自
治
会
の
加
入
率
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

A
企
画
調
整
部
長

加
入
率
は
、
令
和
６
年
３
月

現
在
で
４
６
．
２
３
％
で
あ
る
。

Q
未
加
入
の
住
民
は
今
後
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

自
治
会
は
地
縁
に
基
づ
く
任

意
の
団
体
で
、
町
が
加
入
を
義
務

付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

Q
自
治
会
自
体
の
存
続
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。
町
以
外

の
団
体
な
ど
か
ら
の
募
金
な
ど
の

依
頼
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A
企
画
調
整
部
長

自
治
会
は
地
域
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
他
団

体
か
ら
自
治
会
へ
の
依
頼
に
つ
い

て
は
、
そ
の
趣
旨
や
目
的
を
理
解

し
た
う
え
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

Q
自
治
会
に
参
加
し
て
い
る
町

の
職
員
に
つ
い
て
具
体
的
な

内
容
や
計
画
を
説
明
し
て
欲
し
い
。

A
町
長

地
区
委
員
の
活
動
を
支
援
し

関
係
を
強
化
し
課
題
や
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。


